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働くルールの確立で

人間性の回復を

「

闘

い

の

舞

台

は

中

労

委

へ

」

明

治

乳

業

「

全

国

事

件｣

に

都

労

委

が

出

し

た

不

当

命

令

か

ら

4

ヶ

月

。

11

月

13

日

、

中

労

委

審

査

（

調

査

）

が

い

よ

い

よ

開

始

さ

れ

ま

し

た

。

会

場

と

な

っ

た

中

労

委

（

港

区

）

）

労

側

控

室

に

は

満

員

の

支

援

者

が

集

ま

り

、

都

労

委

不

当

命

令

を

許

さ

な

い

気

運

に

満

ち

溢

れ

ま

し

た

。

調

査

は

、

再

審

査

申

立

人

側

と

会

社

側

双

方

が

そ

れ

ぞ

れ

、

今

後

の

中

労

委

審

査

に

対

す

る

意

義

と

争

点

な

ど

を

主

張

し

ま

し

た申

立

人

側

は

金

井

弁

護

士

は

じ

め

多

く

の

代

理

人

が

、

都

労

委

命

令

の

異

常

な

判

断

構

造

を

徹

底

的

に

解

明

し

、

何

と

し

て

も

全

面

解

決

へ

の

道

を

切

り

開

き

た

い

と

訴

え

ま

し

た

。

特

に

集

団

比

較

の

否

定

、

不

当

労

働

行

為

を

示

す

証

拠

品

の

切

捨

て

な

ど

を

指

摘

し

再

立

証

を

示

し

ま

し

た

。

申

立

人

を

代

表

し

て

井

村

（

大

阪

）

さ

ん

は

、

明

治

乳

業

が

過

去

一

貫

し

て

行

な

っ

て

き

た

差

別･

排

除

の

人

権

否

定

は

目

に

余

る

も

の

が

あ

る

こ

と

を

事

実

に

基

づ

い

て

述

べ

「

こ

の

差

別

は

年

金

生

活

の

今

も

続

い

て

お

り

、

遺

族

年

金

な

ど

死

後

に

も

お

よ

び

古

い

話

で

は

な

く

今

の

問

題

で

あ

る

。

中

労

委

に

は

勇

断

を

も

っ

て

公

正

か

つ

適

正

な

判

断

を

」

と

訴

え

ま

し

た

。

再

審

査

申

立

て

は

、

都

労

委

の

自

殺

行

為

と

も

い

え

る

不

当

命

令

に

「

こ

の

不

条

理

は

許

せ

な

い｣

「

こ

の

ま

ま

人

生

終

わ

れ

な

い

」

と

し

て

、

申

立

人

ら

が

不

当

命

令

の

背

景

を

え

ぐ

り

全

面

的

見

直

し

を

求

め

て

お

こ

な

っ

た

も

の

で

あ

り

、

当

面

、

引

き

続

き

調

査

が

続

け

ら

れ

る

こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

中労委審査はじまる

勇

断

も

っ

て

公

正

な

判

断

を

「

こ

の

ま

ま

人

生

終

わ

れ

な

い

」

11

月

13

日

、

中

労

委

調

査

に

先

立

ち

同

門

前

で

宣

伝

行

動

を

実

施

し

ま

し

た

。

宣

伝

で

は

、

都

労

委

の

存

立

原

点

を

失

っ

た

反

労

働

者

的

行

為

を

厳

し

く

批

判

。

ま

た

明

治

乳

業

が

半

世

紀

に

わ

た

っ

て

お

こ

な

っ

て

き

た

「

イ

ジ

メ

・

差

別

」

の

不

当

労

働

行

為

は

誰

も

が

否

定

で

き

な

い

事

実

で

あ

る

こ

と

を

訴

え

、

中

労

委

に

向

か

っ

て

は

「

申

立

人

に

と

っ

て

は

最

後

の

闘

い

で

あ

り

、

じ

っ

く

り

急

い

で

、

し

か

も

公

正

な

る

判

断

を

」

と

求

め

ま

し

た

。

じっくり急いで公正なる判断を

早朝、中労委前で宣伝

2013.11.13 中央労働委員会 支援に駆けつけた人たち

中央労働委員会前の宣伝行動

第2回調査期日

2014年２月21日（金）

10時

中労委6階６０８室

９時より中労委前宣伝も行ない

ます。

皆さんのご支援をお願いします。

(4)

訃報

渡辺 博さん 享年75歳

三井製糖で業界の労働条件に大

きな足跡を残し、食品産業で働く

多くの労働者を励まし続けた渡辺

博さんが、去る10月24日、帰ら

ぬ人となりました。

心筋梗塞を患ってから入退院を

繰り返されていましたが、争議活

動への参加には体調不良を全く感

じさせない闘志の塊のような情熱

を感じて、とても印象に残ってい

ます。

明乳争議では当初より、私たち

を励まし続け、多くの行動に駆け

つけていただきました。

私たちには激しい闘士を胸の中

に、いつも穏やかに語りかけて頂

いた人柄を忘れることはできませ

ん。

私たちの闘いも30年が経とうと

して最終版を迎えようとしている

今、墓前に良い報告ができるよう

全力で頑張ることを誓います。

明乳争議団一同

年末カンパ及び

冬季物販へのご協力を

東京争議団・明治乳業争議団として13年度夏季物販活動に、

多くの団体・個人の皆様方にご協力をいただきましたことに厚

くお礼申し上げます。

皆様方からお買い上げいただきました還元金から、５％を震

災義援金にあてがう約束金4,285 円を全労連を通して託してい

きます。

改めて年末カンパをお願いします

争議団は、中労委闘争を身も心も引き締まる思いで第一回審

査(調査)の11月13日を迎えました。幾度かの調査期日を経て、

ただいま闘いの核心に迫る審査準備に奔走しています。

つきましては、毎年のことで恐縮ではございますが、この首

都圏と全国的な闘いを支える財政確立の一貫として、「冬季物

販・年末募金」へのご協力とお願いを率直に訴えさせて頂きま

す。厳しい状況の中で、日頃からご支援を頂いている皆様には、

大変心苦しくもありますが、ご理解とご協力を重ねてお願いい

たします。

趣旨をご理解の上、どうぞよろしくお願いします。

加入者名

明治乳業食の安全と職場を考える実行委員会

口座番号 00170・7・555867

市

川

工

場

事

件

申

立

人

斉

藤

忠

義

さ

ん

個

性

豊

か

な

即

決

・

速

攻

の

熱

血

漢

「

五

区

サ

イ

ト

ウ

」

と

い

う

異

名

を

も

つ

五

区

と

は

、

彼

が

所

属

し

て

い

た

職

場

の

こ

と

だ

。

労

働

組

合

支

部

大

会

で

、

納

得

い

く

ま

で

続

く

彼

の

挙

手

・

熱

弁

は

イ

ン

フ

ォ

ー

マ

ル

執

行

部

を

辟

易

さ

せ

て

い

た

。

愛

称

は

忠

義

の

名

か

ら

「

チ

ュ

ー

、

チ

ュ

ー

」

と

慕

わ

れ

て

い

た

彼

は

、

長

野

の

農

家

で

育

ち

高

校

卒

業

後

昭

和

３

８

年

市

川

工

場

に

入

社

し

た

。

在

校

時

は

柔

道

部

に

属

し

て

い

た

と

い

う

歩

く

姿

は

、

蟹

股

風

と

い

わ

れ

そ

の

片

鱗

が

な

ん

と

も

お

か

し

く

感

じ

さ

せ

る

。

組

合

活

動

に

於

い

て

は

、

五

区

の

職

場

代

議

員

を

務

め

職

場

要

求

実

現

に

向

け

た

積

極

的

な

活

動

を

展

開

し

、

代

議

員

会

の

中

で

主

任

・

係

長

に

も

直

接

要

求

な

ど

も

突

き

付

け

て

い

た

。

仕

事

で

は

設

備

改

善

な

ど

積

極

的

に

手

掛

け

、

溶

接

等

な

ん

で

も

ご

ざ

れ

と

こ

な

す

器

用

さ

を

持

ち

合

わ

せ

て

お

り

、

業

者

か

ら

先

に

仕

事

を

取

ら

れ

て

し

ま

っ

た

と

嘆

き

節

も

聞

か

れ

た

ほ

ど

だ

。

（

後

に

会

社

出

張

で

溶

接

の

免

許

を

取

得

）

争

議

団

と

し

て

の

宣

伝

で

は

、

マ

イ

ク

を

握

る

や

口

角

に

唾

を

と

ば

し

会

社

・

政

治

批

判

を

展

開

し

、

時

に

は

、

過

剰

発

言

に

周

り

の

者

を

ハ

ラ

ハ

ラ

さ

せ

る

場

面

も

あ

る

。

性

格

な

の

か

言

葉

よ

り

も

体

が

先

に

動

い

て

い

る

「

チ

ュ

ー

さ

ん

」

は

、

何

を

行

う

に

し

て

も

動

作

が

早

く

、

作

業

終

了

と

同

時

に

ロ

ッ

カ

ー

に

す

っ

飛

び

歩

き

な

が

ら

ボ

タ

ン

、

チ

ャ

ッ

ク

類

を

整

え

て

い

き

、

い

の

一

番

で

帰

宅

す

る

。

趣

味

は

、

自

宅

近

く

の

畑

を

借

り

て

多

種

の

野

菜

を

つ

く

り

あ

げ

、

隣

近

所

や

同

僚

の

家

の

玄

関

先

に

配

っ

て

歩

く

な

ど

、

と

っ

て

も

気

の

良

い

チ

ュ

ー

さ

ん

で

す

。

近

年

バ

イ

ク

事

故

を

起

こ

し

、

や

や

健

康

を

損

な

っ

て

い

る

面

も

あ

る

が

、

「

五

区

サ

イ

ト

ウ

」

の

熱

血

漢

が

も

う

一

度

蘇

え

る

こ

と

を

願

っ

て

や

ま

な

い

。

団員の

横 顔



（２）

そ

の

特

徴

は

、

こ

れ

ま

で

多

く

の

事

件

を

通

し

て

の

闘

い

や

、

労

働

委

員

会

自

身

の

努

力

に

よ

っ

て

蓄

積

さ

れ

て

き

た

、

権

利

救

済

機

関

と

し

て

の

判

断

手

法

を

次

々

と

放

棄

し

て

い

る

こ

と

で

す

。

た

と

え

ば

、

私

大

教

連

や

東

京

私

教

連

関

係

の

事

件

、

そ

し

て

、

昭

和

ゴ

ム

労

組

事

件

、

京

王

新

労

組

事

件

と

続

き

、

極

め

つ

け

は

明

治

乳

業

事

件

へ

の

超

不

当

命

令

（

７

月

9

日

）

で

す

。
い

ま

、

臨

時

国

会

で

は

、

衆

参

両

院

の

多

数

に

お

ご

る

安

倍

政

権

が

、

「

企

業

が

世

界

で

最

も

活

動

し

や

す

い

環

境

を

つ

く

る

」

等

と

公

言

し

、

「

雇

用

の

流

動

化

」

に

よ

る

非

正

規

化

の

促

進

や

、

「

特

区

」

構

想

を

突

破

口

に

大

企

業

中

心

の

無

法

地

帯

（

無

権

利

状

態

）

の

拡

散

を

狙

う

な

ど

、

悪

法

ゴ

リ

押

し

へ

の

暴

走

は

加

速

の

一

途

で

す

。

こ

れ

ら

政

・

財

界

の

横

暴

や

身

勝

手

に

迎

合

し

、

先

取

り

す

る

よ

う

な

司

法

の

反

動

化

や

労

働

委

員

会

の

変

質

は

絶

対

に

阻

止

し

な

け

れ

ば

な

り

ま

せ

ん

。
こ

の

間

、

明

治

乳

業

事

件

へ

の

超

不

当

命

令

を

契

機

に

、

東

京

地

評

主

催

で

都

労

委

対

策

会

議

（

９

月

５

日

）

が

開

催

さ

れ

、

関

係

す

る

単

産

や

事

件

当

事

者

ら

が

結

集

し

、

「

労

働

委

員

会

の

変

質

を

許

す

な

！

」

の

共

同

が

前

進

し

て

い

ま

す

。

明

治

乳

業

争

議

団

は

、

そ

の

先

頭

に

立

っ

て

奮

闘

し

て

い

ま

す

。

東

京

地

評

は

、

明

治

乳

業

「

全

国

事

件

」

へ

の

超

不

当

命

令

な

ど

、

異

常

な

命

令

が

続

い

て

い

る

こ

と

を

重

大

視

し

、

関

係

す

る

単

産

や

事

件

当

事

者

ら

に

呼

び

か

都

労

委

対

策

会

議

を

開

催

。

各

事

件

の

命

令

内

容

の

分

析

を

通

し

て

労

働

委

員

会

の

変

質

を

具

体

的

に

検

証

し

、

異

常

な

判

断

手

法

の

告

発

と

不

当

命

令

へ

の

抗

議

行

動

（

９

月

17

日

、

10

月

15

日

）

を

都

庁

玄

関

前

で

実

施

。

2

回

の

行

動

を

通

し

て

事

件

当

事

者

ら

が

次

々

と

不

当

命

令

を

告

発

し

、

都

労

委

の

責

任

を

厳

し

く

追

及

。

ま

た

、

9

月

行

動

で

は

都

労

委

へ

の

抗

議

・

要

請

行

動

を

行

い

、

東

京

地

評

伊

藤

潤

一

議

長

名

の

要

請

書

を

門

柳

審

査

課

長

に

渡

し

ま

し

た

。

明

治

乳

業

争

議

団

も

多

数

参

加

し

、

都

労

委

の

変

質

を

許

さ

な

い

決

意

を

表

明

。

都

労

委

の

変

質

を

告

発

・

抗

議

す

る

共

同

行

動

10

月

7

日

、

東

京

地

評

主

催

で

「

労

働

委

員

会

は

、

労

働

者

・

労

働

組

合

の

権

利

擁

護

機

関

の

役

割

を

果

た

せ

！

」

の

ス

ロ

ー

ガ

ン

を

掲

げ

た

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

が

、

東

京

労

働

会

館

7

階

「

ラ

パ

ス

ホ

ー

ル

」

で

開

催

さ

れ

ま

し

た

。

シ

ン

ポ

ジ

ス

ト

に

、

京

王

新

労

組

事

件

担

当

の

尾

林

弁

護

士

（

八

王

子

合

同

法

律

）

、

明

治

乳

業

事

件

担

当

の

金

井

弁

護

士

（

東

京

法

律

）

、

都

労

委

労

働

者

委

員

（

小

山

内

文

春

さ

ん

、

荒

木

茂

仁

さ

ん

）

を

招

き

、

東

京

地

評

組

織

局

長

（

菊

池

さ

ん

）

が

進

行

役

を

務

め

ま

し

た

。

両

弁

護

士

か

ら

は

命

令

の

分

析

を

通

し

て

都

労

委

の

異

常

さ

が

解

明

さ

れ

、

労

働

者

委

員

か

ら

は

労

働

委

員

会

の

現

状

な

ど

が

報

告

さ

れ

ま

し

た

。

そ

の

後

、

事

件

当

事

者

の

発

言

や

会

場

発

言

な

ど

、

命

令

内

容

や

都

労

委

の

異

常

を

告

発

す

る

発

言

が

後

を

絶

た

ず

、

制

限

時

間

一

杯

の

充

実

し

た

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

と

な

り

ま

し

た

。

50

名

の

参

加

者

ら

は

、

労

働

委

員

会

の

変

質

を

許

さ

な

い

共

同

の

闘

い

を

確

認

し

あ

い

、

閉

会

と

な

り

ま

し

た

。

最

近

、

都

労

委

の

命

令

が

お

か

し

い

「

都

労

委

の

役

割

を

考

え

る

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

」

を

開

催

これでは労働

委員会なんて

いらないわ〃。

労働委員会っ

て、いったい

何をするとこ

ろなの…〃

（３）

東
京
都
議
会
で

「都
労
委
の
現
状
」
を
問
い
質
す

明

治

乳

業

争

議

団

は

超

不

当

命

令

に

抗

議

し

、

様

々

な

角

度

か

ら

労

働

委

員

会

の

「

あ

り

方

」

を

厳

し

く

追

及

し

て

い

ま

す

。

そ

の

一

環

と

し

て

、

日

本

共

産

党

都

議

団

と

の

懇

談

を

行

い

、

労

働

者

・

労

働

組

合

の

権

利

救

済

機

関

で

あ

る

都

労

委

の

、

行

政

機

関

と

し

て

の

「

あ

り

方

」

を

問

う

議

会

質

問

を

要

請

し

て

い

ま

し

た

。

去

る

10

月

22

日

、

都

議

会

「

経

済

・

港

湾

委

員

会

」

に

お

い

て

、

尾

崎

あ

や

子

議

員

が

「

都

労

委

の

現

状

」

を

問

い

質

し

ま

し

た

。

尾

崎

議

員

は

明

治

乳

業

事

件

を

例

に

、

申

立

か

ら

命

令

ま

で

19

年

も

の

長

期

間

を

要

し

て

い

る

問

題

や

、

結

審

か

ら

命

令

ま

で

６

０

０

日

も

か

か

っ

た

異

常

さ

等

を

指

摘

し

、

審

査

体

制

の

強

化

や

命

令

作

業

の

現

状

に

つ

い

て

質

問

。

答

弁

者

の

岳

野

労

働

委

員

会

事

務

局

長

は

、

審

査

・

命

令

作

業

の

迅

速

化

に

つ

い

て

述

べ

、

そ

の

中

で

、

平

成

21

年

4

月

か

ら

弁

護

士

資

格

を

有

す

る

特

定

任

期

付

職

員

を

採

用

し

、

事

務

局

職

員

へ

の

指

導

助

言

や

、

命

令

が

行

政

訴

訟

に

な

っ

た

場

合

の

指

定

代

理

人

を

行

っ

て

い

る

こ

と

等

と

答

弁

。

尾

崎

議

員

は

最

後

に

、

「

改

正

労

組

法

を

活

用

し

、

迅

速

に

審

査

等

を

行

い

、

的

確

な

労

働

者

の

団

結

権

を

擁

護

す

る

立

場

の

水

準

の

高

い

命

令

を

出

し

て

、

そ

れ

が

行

政

訴

訟

に

よ

っ

て

維

持

さ

れ

る

よ

う

労

働

委

員

会

が

総

力

を

挙

げ

て

奮

闘

す

る

こ

と

が

求

め

ら

れ

て

い

る

こ

と

を

厳

し

く

指

摘

」

し

て

質

問

を

終

了

。

明

乳

争

議

団

な

ど

東

京

争

議

団

か

ら

５

名

が

傍

聴

し

ま

し

た

。

私

た

ち

は

、

公

益

委

員

・

参

与

委

員

の

任

命

権

者

で

あ

る

都

の

責

任

を

明

確

に

し

な

が

ら

、

都

労

委

が

権

利

救

済

機

関

と

し

て

の

使

命

を

担

う

こ

と

を

厳

し

く

追

及

す

る

闘

い

を

、

こ

れ

か

ら

も

継

続

す

る

決

意

で

す

。

明

治

乳

業

争

議

団

は

、

司

法

総

行

動

（

10

月

17

日

）

で

の

都

労

委

要

請

の

後

に

、

退

任

し

た

荒

木

尚

志

前

会

長

を

含

む

13

名

の

各

公

益

委

員

に

対

し

、

「

な

ぜ

、

こ

の

よ

う

な

命

令

に

な

っ

た

の

か

」

と

い

う

、

疑

問

へ

の

説

明

責

任

を

求

め

る

公

開

質

問

状

を

、

門

柳

審

査

課

長

を

通

し

て

届

け

11

月

29

日

ま

で

の

回

答

を

求

め

て

い

ま

す

。

第

1

回

目

の

公

開

質

問

状

で

は

5

項

目

を

設

問

し

、

質

問

状

の

後

段

で

「

私

た

ち

の

基

本

的

見

地

」

を

述

べ

、

命

令

の

異

常

・

不

当

性

を

鮮

明

に

す

る

内

容

と

な

っ

て

い

ま

す

。

今

後

、

2

回

目

の

質

問

状

も

準

備

し

な

が

ら

、

各

公

益

委

員

に

命

令

に

対

す

る

職

責

の

重

大

性

の

認

識

を

促

し

、

労

働

者

・

労

働

組

合

の

権

利

救

済

機

関

と

し

て

の

使

命

が

果

た

さ

れ

る

こ

と

を

求

め

て

の

行

動

で

す

。

石

川

県

で

都

労

委

命

令

の

報

告

集

会

を

開

催

10

月

26

日

、

石

川

県

労

連

と

国

民

救

援

会

石

川

県

本

部

は

共

催

で

、

「

明

乳

争

議

と

は

」

の

タ

イ

ト

ル

で

集

会

を

開

催

。

様

々

な

重

要

行

動

が

重

な

る

な

か

20

名

の

参

加

を

頂

き

、

長

曽

県

労

連

事

務

局

長

の

司

会

、

小

倉

恵

美

議

長

の

主

催

者

挨

拶

で

始

ま

り

ま

し

た

。

金

井

弁

護

士

が

命

令

内

容

と

中

労

委

闘

争

の

展

望

を

解

明

し

、

小

関

団

長

が

明

乳

資

本

と

の

闘

い

の

歴

史

に

触

れ

な

が

ら

、

争

議

の

全

体

像

と

全

面

解

決

へ

の

道

筋

に

つ

い

て

決

意

を

込

め

て

報

告

。

「

明

乳

争

議

が

よ

く

解

っ

た

、

最

後

ま

で

支

援

し

た

い

」

な

ど

等

の

会

場

発

言

が

続

き

、

二

口

前

事

務

局

長

（

故

人

）

の

奥

さ

ん

も

発

言

し

ま

し

た

。

最

後

に

、

石

川

の

中

村

利

博

申

立

人

（

奥

さ

ん

も

参

加

）

が

闘

い

へ

の

決

意

を

述

べ

閉

会

し

ま

し

た

。

石

川

の

皆

さ

ん

に

心

か

ら

感

謝

で

す

。

都労委の全公益委員に「公開質問状」

名乳事件への都労委命令は

労働委員会の自殺行為だ〃

怒
・
怒
・
怒

絶対に

許さん

11・14愛知県「栄総行動」終了後、一宮で報告集会が30名参加

で開かれました。金井弁護士と争議団桜井事務局次長が参加報告

を行い、各団体から連帯と当該野村の決意が語られました。


